
 

～令和２年産水稲は重点事項を実行し，高品質安定生産を！！～ 

１ 令和２年の気象予報(仙台管区気象台) 

（１） ３か月予報（３月 25 日発表） 

４月：天気は数日の周期で変わり，気温は高い確率 50％，降水量は並の確率 40％ 

５月：天気は数日の周期で変わり，気温は高い確率 40％並，降水量並の確率 40％ 

６月：期間の前半は周期的に変わり後半は平年同様曇りや雨の日が多い。 

〔３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）〕 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）１か月予報(３月 28 日～４月 27日：３月 26 日発表) 

※特に注意を要する事項：期間の前半は気温が高くなる見込み 

・天気は数日の周期で変わり，晴れの日が多い見込み 

・平均気温は高い確率５０％，１週目は高い確率６０％，２週目は高い確率３０％，３～４週

目は高い確率４０％ 

【気  温】 
 

１週目  
【降 水 量】 

 

２週目  
【日照時間】 

 

３～４週目  
 

〔１か月の気温，降水量，日照時間の各階級の確率（％）〕 

■１か月予報：毎週木曜日 

■３か月予報：３月２５日（水） 

 

２ 重点事項 

（１）晩期栽培の取組拡大によるリスク分散と品質向上 

・晩期栽培の取組拡大（目標 平坦５０％）  高温登熟回避，障害不稔の軽減等 

・適正な播種時期による晩期栽培の徹底    稚苗で５月始播種，５月 20～25 日頃に田植 

 

 

 

 

 

 

凡例： 
 

低い（少ない） 
 

平年並 
 

高い（多い） 

 
令和２年３月 24 日 

気温（東北） 

３か月 
 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

 

降水量（東北） 

３か月 
 

４月 
 

５月 
 

６月 
 



（２）直播栽培の推進と品種構成の見直しによる品質向上 

・直播栽培の取組のさらなる拡大  主食用で全体面積の５％を直播栽培へ 

・晩生品種の作付拡大       うるちで晩成品種割合１５％ 

 

 

 

 

 

 

 

（３）適正な生育量確保（茎数・穂数・籾）による品質向上 

・生育初期における茎数の適正化  施肥や水管理による制御 

・適正な時期に中干し       目標茎数確保後速やかに中干に入る。 

・「ひとめぼれ」の適正籾数確保  ㎡当たり籾数 2.8～3万粒のための肥培管理 

 

 

 

 

 

 

（４）低温及び高温時の水管理 

・危険期低温時深水（最低気温１７℃,平均気温２０℃）  水稲生育周辺の温度上昇に有効 

・登熟初期の高温時に保水等の水管理            白未熟粒発生抑制で品質向上 

   

（５）品質向上に不可欠な土づくり〔※乾田化で有機物が減少し地力低下〕 

・排水改良    地耐力向上，有害物質除去，根の健全化 

・土づくり肥料  ケイ酸質肥料，燐酸質肥料等の補給 

・有機物     保肥力･膨軟性向上，高温・冷害年の効果大 

・物理性改善   耕深目標 15cm，上下土層の反転（プラウ耕，レベラー等） 

   


